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第１章　概説

はじめに

この取扱説明書は、MIS ｱﾅﾛｸﾞ入出力ｶｰﾄﾞの「AS-6310」の仕様、並びに利

用方法について書かれたものです。

使用に先立ち、第３章のﾕｰｻﾞｰ･ｾﾚｸｼｮﾝに書かれたｼﾞｬﾝﾊﾟ設定を必ず行って

ください。なお、以下の説明では「AS-6310」と表します。

１・１　概要

MIS AS-6310 は,16 ﾁｬﾝﾈﾙ･ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ入力または 8 ﾁｬﾝﾈﾙ差動入力と､2 ﾁｬﾝﾈ

ﾙの出力を持った非絶縁型ｱﾅﾛｸﾞ入出力ｶｰﾄﾞです｡

入力ﾃﾞｰﾀは 16 ﾋﾞｯﾄ分解能のA/D ｺﾝﾊﾞｰﾀにより変換され､全温度範囲(0～＋

60℃)で 12 ﾋﾞｯﾄ精度を保証します｡ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ後のﾃﾞｰﾀは FIFO ﾒﾓﾘに自動的に

転送されるため､高速なｽﾙｰﾌﾟｯﾄを実現します｡また､内部ﾍﾟｰｻｸﾛｯｸによる一

定周期でのﾃﾞｰﾀ収集も可能です｡

出力ｺｰﾄﾞは12bit分解能のD/Aｺﾝﾊﾞｰﾀにより変換され､ﾁｬﾝﾈﾙ個別に0V～＋

10V または±10V の範囲出力ができます｡電源投入時は設定に関わらず 0V が

出力されます｡

入出力ｱﾄﾞﾚｽおよびﾃﾞｰﾀ幅は 16 ﾋﾞｯﾄ固定です｡

１・２　特徴

●　16 ﾁｬﾝﾈﾙ･ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ、または８ﾁｬﾝﾈﾙ差動入力を切り替え可能な非絶縁

型入力

●　入力範囲は±10V,±5V,±2.5V,±1.25V より選択

●　２ﾁｬﾝﾈﾙのｱﾅﾛｸﾞ出力

●　出力はﾕﾆﾎﾟｰﾗ時 0V～＋10V,ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ時±10V (電源投入時は設定に関係

なく 0Vを出力)

●　標準で 1K ﾜｰﾄﾞの FIFO を IC ｿｹｯﾄにより実装済(載せ替えにより最大16K

ﾜｰﾄﾞまで搭載可能)

●　ﾍﾟｰｻｸﾛｯｸを搭載(10us 単位 10us～10.24ms)

●　全温度範囲(0～＋60℃)で 12 ﾋﾞｯﾄ A/D 精度を保証

●　A/D 変換ｽﾙｰﾌﾟｯﾄは最大 100KHz
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●　CPU ｶｰﾄﾞに対して割込み要求信号を発生可能

●　＋5V単一電源

●　動作温度範囲 0～＋60℃ (ただし､結露しないこと)

●　ISA ﾊﾞｽ･ｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙ

１・３　仕　様

● 語長

ﾃﾞｰﾀ語長　　　　：16 ﾋﾞｯﾄ

入出力ｱﾄﾞﾚｽ　　 ：16 ﾋﾞｯﾄ

● ｱﾅﾛｸﾞ入力

入力ﾁｬﾝﾈﾙ数　　 ：ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ 16 ﾁｬﾝﾈﾙ､差動８ﾁｬﾝﾈﾙ

入力ﾚﾝｼﾞ　　　　：±10V（G=1），±5V（G=2），±2.5V（G=4），±1.25V（G=8）

絶対最大入力　　：±15V

入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ　 ：10MΩ以上（電源投入時）、1KΩ（電源断時）

● ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｹﾞｲﾝｱﾝﾌﾟ

増幅度　　　　　：G=1,2,4,8 倍

ｾﾄﾘﾝｸﾞ時間　　　：3.5us（typ）、20V ｽﾃｯﾌﾟ ±0.01％

● A/D 変換器

分解能　　　　　：16 ﾋﾞｯﾄ

変換時間　　　　：10us

出力ｺｰﾄﾞ　　　　：2’s ｺﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ（２の補数）

● ｱﾅﾛｸﾞ入力部性能（G=1)

A/D 変換精度　　 ：16 ﾋﾞｯﾄ±4LSB（typ）

　　　　　　　　　全温度範囲（0～＋60℃）で 12 ﾋﾞｯﾄ精度保証

ｽﾙｰﾌﾟｯﾄﾚｰﾄ　　　：100KHz（ﾁｬﾝﾈﾙ固定時）

● A/D 変換ﾒﾓﾘ

方式　　　　　　：ﾌｧｰｽﾄｲﾝ･ﾌｧｰｽﾄｱｳﾄ（FIFO）

ﾒﾓﾘ容量　　　　 ：1024 A/D ｻﾝﾌﾟﾙ数

● ﾄﾘｶﾞｰ制御

ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ　　　 ：10us～10.24ms を 10us 単位に設定

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ　　　　 ：ﾄﾘｶﾞｰﾎﾟｰﾄのｱｸｾｽによる
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● A/D 変換ﾓｰﾄﾞ

ﾓｰﾄﾞ 0　　　　　 ：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾘｶﾞｰにより指定ﾁｬﾝﾈﾙの A/D 変換を実行

ﾓｰﾄﾞ 1　　　　　 ：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾘｶﾞｰ毎にｼｰｹﾝｼｬﾙｽｷｬﾝ

ﾓｰﾄﾞ 2　　　　　 ：ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸにより指定ﾁｬﾝﾈﾙの A/D 変換を実行

ﾓｰﾄﾞ 3　　　　　 ：ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ毎にｼｰｹﾝｼｬﾙｽｷｬﾝ

● ｱﾅﾛｸﾞ出力

出力ﾁｬﾝﾈﾙ数　　 ：２ﾁｬﾝﾈﾙ

出力ﾚﾝｼﾞ　　　　：ﾕﾆﾎﾟｰﾗ 0～＋10V、ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ±10V

出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ　 ：250Ω

出力電流　　　　：±５mA

絶対最大出力電流：±40mA

● D/A 変換器

分解能　　　　　：12 ﾋﾞｯﾄ

ｾﾄﾘﾝｸﾞ時間　　　：３us（typ）±0.01％ 対 ﾌﾙｽｹｰﾙ

入力ｺｰﾄﾞ　　　　：ｽﾄﾚｰﾄﾊﾞｲﾅﾘ（ﾕﾆﾎﾟｰﾗ時）、2’s ｺﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ（ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ時）

● ｱﾅﾛｸﾞ出力部性能

D/A 変換精度　　 ：12 ﾋﾞｯﾄ±0.5LSB（typ）

ｹﾞｲﾝ温度ﾄﾞﾘﾌﾄ　 ：±５PPM/℃ 対 ﾌﾙｽｹｰﾙ（typ）

ﾕﾆﾎﾟｰﾗｾﾞﾛﾄﾞﾘﾌﾄ　：±１PPM/℃ 対 ﾌﾙｽｹｰﾙ（typ）

ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗｾﾞﾛﾄﾞﾘﾌﾄ ：±５PPM/℃ 対 ﾌﾙｽｹｰﾙ（typ）

ｽﾙｰﾌﾟｯﾄﾚｰﾄ　　　：300KHz

● 割り込み信号 ：IRQ5,10,11,12,15 から選択

● 割り込み要因 ：A/D 変換終了、ﾁｬﾝﾈﾙｽｷｬﾝ終了、FIFO ﾊｰﾌﾌﾙ、FIFO ﾌﾙか

ら選択

● ﾊﾞｽ規格　　　：ISA 16 ﾋﾞｯﾄ

● 動作電源　　 ：＋5V±5％ 1.4A 最大

● 動作温度範囲 ：0～＋60℃（但し、結露せぬこと）

● ﾊﾞｽ･ｸﾛｯｸ　　 ：8MHz まで対応

● 外形寸法　　 ：横寸法 185mm、縦寸法 122mm ISA ﾊﾞｽ 1 ｽﾛｯﾄ占有

● ISA ﾊﾞｽｴｯｼﾞ･ｺﾈｸﾀ ：33 ﾋﾟﾝ＋16 ﾋﾟﾝ両ｻｲﾄﾞ 2.54mm ﾋﾟｯﾁ

● 入出力ｺﾈｸﾀ　 ：37 ﾋﾟﾝ D-sub ｺﾈｸﾀ（ｿｹｯﾄ･ｺﾈｸﾀ）
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第２章　ﾊｰﾄﾞｳｪｱ各部の説明

２・１　序

以下の節で図２・１で示される AS-6310 のﾌﾞﾛｯｸ･ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑの個々について

説明します。

図２・１　AS-6310 ﾌﾞﾛｯｸ･ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ

２・２　ﾌﾞﾛｯｸ･ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑの詳細

２・２・１　MUX

入力保護回路付ｱﾅﾛｸﾞﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻであり、ｼﾝｸﾞﾙ･ｴﾝﾄﾞ時 16 ﾁｬﾝﾈﾙ、差動入力

時８ﾁｬﾝﾈﾙのｱﾅﾛｸﾞ入力から１ﾁｬﾝﾈﾙを選択して PGA（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｹﾞｲﾝｱﾝﾌﾟ）に入

力します。

２・２・２　PGA

ｹﾞｲﾝが 1,2,4,8 倍にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできる差動増幅器です。

ｱﾅﾛｸﾞ入力のﾌﾙｽｹｰﾙ電圧を A/D 変換器のﾌﾙｽｹｰﾙ電圧（±10V）に合わせる必要

がある場合にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞします。
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２・２・３　ADC

16 ﾋﾞｯﾄ分解能の A/D 変換器です。ｱﾅﾛｸﾞ電圧をﾃﾞｼﾞﾀﾙ量に変換します。変

換されたﾃﾞｼﾞﾀﾙ量は 2’s ｺﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ（２の補数）で表わされて FIFO に書き込

まれます。

２・２・４　FIFO

ﾌｧｰｽﾄｲﾝ･ﾌｧｰｽﾄｱｳﾄ（First in - First out）のﾒﾓﾘで、標準で最大 1024 ｻﾝ

ﾌﾟﾙの A/D 変換ﾃﾞｰﾀを貯えることができます。このﾒﾓﾘの読み出しと書き込み

は非同期に行うことができ、読み出しを行うと最初に書き込まれたﾃﾞｰﾀから

読み出されます。ﾃﾞｰﾀが何も書かれていない時は、読み出しできませんが、

ﾃﾞｰﾀが空でない限り読み出しを行うことができます。FIFO 内に貯えられて

いるﾃﾞｰﾀ量が常に最大ｻﾝﾌﾟﾙ数未満になるようにﾃﾞｰﾀを読み出してさえいれ

ば、書き込みﾃﾞｰﾀが失われることはありません。なお、読み出しがされずに

最大ｻﾝﾌﾟﾙ数のﾃﾞｰﾀ書き込みが行われた場合は、これ以降のﾃﾞｰﾀは書き込ま

れずに失われます。

２・２・５　STATUS REGISTER

各部の状態を表わすﾚｼﾞｽﾀです。詳細は第４章のﾚｼﾞｽﾀ詳細を参照してくだ

さい。

２・２・６　CONTROL REGISTER

A/D 変換ﾓｰﾄﾞ、割り込みﾓｰﾄﾞ等を設定する制御ﾚｼﾞｽﾀです。詳細は第４章の

ﾚｼﾞｽﾀ詳細を参照してください。

２・２・７　GAIN & CHANNEL REGISTER

PGA のｹﾞｲﾝ設定と A/D 変換開始ﾁｬﾝﾈﾙおよび終了ﾁｬﾝﾈﾙを設定するﾚｼﾞｽﾀで

す。詳細は第４章のﾚｼﾞｽﾀ詳細を参照してください。

２・２・８　PACER CLOCK

水晶発振子（8MHz）から分周して得られた 100KHz をｸﾛｯｸとして 10us～

10.24ms の間を任意にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができる、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ･ﾄﾘｶﾞｰ信号

発生回路です。AS-6310 は、このｸﾛｯｸあるいはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾘｶﾞｰにより A/D 変換
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を実行します。

２・２・９　CONVERSION TIMING CONTROL

制御ﾚｼﾞｽﾀの設定内容に応じて A/D 変換器、ｱﾅﾛｸﾞﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻおよび FIFO の

制御を行う制御回路です。

２・２・１０　CHANNEL COUNTER

ｱﾅﾛｸﾞﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻのﾁｬﾝﾈﾙ･ｱﾄﾞﾚｽを制御するｶｳﾝﾀで、このｶｳﾝﾀの示すﾁｬﾝﾈﾙがｶ

ﾚﾝﾄﾁｬﾝﾈﾙとして A/D 変換されます。A/D 変換開始時には A/D 変換開始ﾁｬﾝﾈﾙ

がﾛｰﾄﾞされ、ﾁｬﾝﾈﾙｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞでは A/D 変換終了毎にｶｳﾝﾀがｲﾝｸﾘﾒﾝﾄされます。

２・２・１１　COMPARATOR

ﾁｬﾝﾈﾙｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞに於て、ｶﾚﾝﾄﾁｬﾝﾈﾙと A/D 変換終了ﾁｬﾝﾈﾙの比較を行う比較

器です。ｶﾚﾝﾄﾁｬﾝﾈﾙが A/D変換終了ﾁｬﾝﾈﾙと一致していた時にｶﾚﾝﾄﾁｬﾝﾈﾙのA/D

変換が終了するとﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀに A/D 変換開始ﾁｬﾝﾈﾙをﾛｰﾄﾞします。

２・２・１２　DAC0,DAC1 DATA REGISTER

DAC0（ﾁｬﾝﾈﾙ 0,D/A 変換器）および DAC1（ﾁｬﾝﾈﾙ 1, D/A 変換器）で D/A 変

換するﾃﾞｰﾀを設定するﾚｼﾞｽﾀです。

このﾚｼﾞｽﾀは、電源投入時あるいはﾘｾｯﾄ時にはﾕﾆﾎﾟｰﾗ、ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗを問わず、

D/A 変換器の出力電圧が 0Vになるｺｰﾄﾞを発生します。詳細は第４章のﾚｼﾞｽﾀ

詳細を参照してください。

２・２・１３　BUFFER,ADDRESS DECODER

ISA ﾊﾞｽ上のﾃﾞｰﾀﾊﾞｽ（SD15～SD0）をﾊﾞｯﾌｧﾘﾝｸﾞする双方向のﾃﾞｰﾀﾊﾞｽ･ﾊﾞｯﾌ

ｧと、I/O ｱﾄﾞﾚｽ（SA15～SA3）を比較するｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｺｰﾀﾞです。ﾊﾞｯﾌｧには 74LS245

を使用し、ﾃﾞｺｰﾀﾞには 74LS688 を用いています。I/O ｱﾄﾞﾚｽの下位３ﾋﾞｯﾄ（SA2

～SA0）は、74LS245 でﾊﾞｯﾌｧされた後、ﾚｼﾞｽﾀ選択に使用されます。
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２・２・１４　IRQ JUMPER

ISA ﾊﾞｽへの割り込み信号選択ｼﾞｬﾝﾊﾟｰです。IRQ5,IRQ10,IRQ11,IRQ12 およ

び IRQ15 から１つを選択して割込み信号に使用します。割込み信号は

74LS125 でﾄﾞﾗｲﾌﾞされます。

割り込み要因等の設定の詳細は、第４章のﾚｼﾞｽﾀ詳細を参照してください。

また、ｼﾞｬﾝﾊﾟｰの選択方法に関しては、第３章のﾕｰｻﾞｰｾﾚｸｼｮﾝを参照してくだ

さい。

２・２・１５　DC-DC CONVERTER

ISA ﾊﾞｽ上の＋5V 電源からｱﾅﾛｸﾞ回路用の±15V 電源を生成するﾛｰﾉｲｽﾞの

DC-DC ｺﾝﾊﾞｰﾀです。
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第３章　ﾕｰｻﾞｰｾﾚｸｼｮﾝ

 

 ３・１　部品配置図

 AS-6310 の部品配置図を図３・１に示します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３・１　AS-6310 部品配置図
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 ３・２　ﾍﾞｰｽ I/O ｱﾄﾞﾚｽの設定

 I/O ｱﾄﾞﾚｽは、A15～A0 までの 16 ﾋﾞｯﾄが有効ですが、A15～A3 までの 13 ﾋﾞ

ｯﾄについてはｼﾞｬﾝﾊﾟﾎﾟｽﾄ P7,P5 の設定により、ﾍﾞｰｽ I/O ｱﾄﾞﾚｽとしてﾕｰｻﾞが

指定します。A2～A0 の下位３ﾋﾞｯﾄは、AS-6310 が各ﾚｼﾞｽﾀの選択ｱﾄﾞﾚｽとして

使用します。なお、PC-AT ｱｰｷﾃｸﾁｬでは予約となっている I/O ｱﾄﾞﾚｽが多いの

で、未使用ｱﾄﾞﾚｽであることを確認して設定する必要があります。一般的に

は110h～16Fhあるいは180h～1EFhの間のｱﾄﾞﾚｽを使用することができます。

当然、200h,300h でも未使用ｱﾄﾞﾚｽであれば設定可能です。

 AS-6310 の出荷時の設定は、200h になっています。

 

 該当するｱﾄﾞﾚｽ（A15～A3）のｼﾞｬﾝﾊﾟを接続すると<0>が設定され、ｵｰﾌﾟﾝで

<1>が設定されます。下図は、出荷時の設定 200h を表わしています。この場

合、AS-6310 は 200h～207h を占有します。

 

 

 

 

 

 図３・２　ﾍﾞｰｽ I/O ｱﾄﾞﾚｽ設定ｼﾞｬﾝﾊﾟ（P5,P7）

 

 ３・３　割込み信号の選択

 割込み信号は、ISA ﾊﾞｽの IRQ15,12,11,10 および５の中から何れか１つを

ｼﾞｬﾝﾊﾟﾎﾟｽﾄ P4 で選択することができます。

 割り込みの要因に関しては、第４章の制御ﾚｼﾞｽﾀを参照してください。な

お、割り込みを使用しない場合、ｼﾞｬﾝﾊﾟﾎﾟｽﾄ P4 は全てｵｰﾌﾟﾝにしておくこと

を推奨します。

 

 該当する割込み信号線のｼﾞｬﾝﾊﾟを接続すると選択されます。例えば、IRQ5

を選択する場合は５と６を接続します。なお、複数のｼﾞｬﾝﾊﾟの同時接続は行

わないでください。次図は、出荷時の設定（割り込みを使用しない）を表わ

しています。
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 図３・３　割り込み信号選択ｼﾞｬﾝﾊﾟ（P4）

 

 ３・４　ｱﾅﾛｸﾞ入力の設定

 ｱﾅﾛｸﾞ入力はｼﾝｸﾞﾙ 16 ﾁｬﾝﾈﾙ、差動８ﾁｬﾝﾈﾙの設定をｼﾞｬﾝﾊﾟﾎﾟｽﾄ P6 と P8 で

行います。

 

 ｱﾅﾛｸﾞ入力の設定は、下表に従って行ってください。なお、下図のｼﾞｬﾝﾊﾟ

設定は出荷時の設定（ｼﾝｸﾞﾙ 16 ﾁｬﾝﾈﾙ）を表わしています。

 

 

 

 

 

 図３・４　ｱﾅﾛｸﾞ入力選択ｼﾞｬﾝﾊﾟ（P6,P8）

 

 表３・４　ｱﾅﾛｸﾞ入力選択ｼﾞｬﾝﾊﾟ

 ジャンパ接続
 アナログ入力

 Ｐ６  Ｐ８

 シングル１６ｃｈ  ２－３  １－２、３－４

 差動８ｃｈ  １－２  ２－３

 

 

P6
DIF

1

SNG

2 3

P8

1

2

3

4

P4

6

5

10

1

I
R
Q
1
5

I
R
Q
1
2

I
R
Q
1
1

I
R
Q
1
0

I
R
Q
5



16

 ３・５　ｱﾅﾛｸﾞ出力の設定

 ｱﾅﾛｸﾞ出力は、ﾕﾆﾎﾟｰﾗ（0～10V）またはﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ（±10V）の設定をｼﾞｬﾝﾊﾟﾎﾟ

ｽﾄ P1,P2 および P3で行います。

 ｱﾅﾛｸﾞ出力は、ﾁｬﾝﾈﾙ個別に設定することができ、ﾁｬﾝﾈﾙ０（DAC0）の設定

は、P2と P3 で行い、ﾁｬﾝﾈﾙ 1（DAC1）の設定は、P1と P3 で行います。各ﾁｬ

ﾝﾈﾙの出力設定は表に従って行ってください。なお、下図は、出荷時の設定

（ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ）を表わしています。

 

 

 

 

 

 図３・５　ｱﾅﾛｸﾞ出力設定ｼﾞｬﾝﾊﾟ（P1,P2,P3）

 

 表３・５　ｱﾅﾛｸﾞ出力設定ｼﾞｬﾝﾊﾟ

ジャンパ接続
アナログ出力

Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３

DAC0 ﾕﾆﾎﾟｰﾗ  (0～＋10V) ２－３，４－５ ４－５

DAC0 ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ (±10V) １－２，５－６ ５－６

DAC1 ﾕﾆﾎﾟｰﾗ  (0～＋10V) ２－３，４－５ ２－３

DAC1 ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ (±10V) １－２，５－６ １－２

BI UNI

6

1 3

4 (DAC0)

(DAC1)

P3
(DAC0)

BI UNI

6

1 3

4

P2

(DAC1)

BI UNI

6

1 3

4
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 第４章　ﾚｼﾞｽﾀ詳細

４・１　I/O ﾏｯﾌﾟ

表４・１に AS-6310 の I/O ﾏｯﾌﾟを示し、以下の節でﾚｼﾞｽﾀの詳細について

説明します。

AS-6310 の入出力は、全て 16 ﾋﾞｯﾄのﾜｰﾄﾞｱｸｾｽで行い、偶数ｱﾄﾞﾚｽのみｱｸｾｽが

許されます。なお、以下ではﾕｰｻﾞｰ･ｾﾚｸｼｮﾝで設定した AS-6310 のﾍﾞｰｽ I/O ｱﾄﾞ

ﾚｽを BASE として表記します。

表４・１　I/O ﾏｯﾌﾟ

アドレス ライト リード

 BASE+0   制御ﾚｼﾞｽﾀ    ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

 BASE+2   ｹﾞｲﾝ・ﾁｬﾝﾈﾙﾚｼﾞｽﾀ    A/D ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ

 BASE+4   DAC 0 ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ    ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・ﾄﾘｶﾞ

 BASE+6   DAC 1 ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ    FIFO ﾘｾｯﾄ

４・２　ﾚｼﾞｽﾀ詳細

４・２・１　制御ﾚｼﾞｽﾀ（BASE+0 /W）

   D15    D14     D13    D12    D11    D10     D9     D8

ACQEN INTEN OPM1 OPM0 IRM1 IRM0 CLK9 CLK8

   D7     D6      D5     D4     D3     D2      D1     D0

CLK7 CLK6 CLK5 CLK4 CLK3 CLK2 CLK1 CLK0

① ACQEN（D15）

　A/D 変換動作の許可／禁止を制御するﾋﾞｯﾄです。[1]で許可され、[0]で禁

止されます。
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② INTEN（D14）

　割り込みの許可／禁止を制御するﾋﾞｯﾄです。[1]で許可され、[0]で禁止さ

れます。割り込みが発生した際に、このﾋﾞｯﾄを[0]に設定すると割込み信号

は解除さます。

③ OPM1～OPM0（D13～D12）

　A/D 変換動作ﾓｰﾄﾞを設定するﾋﾞｯﾄです。

　OPM1  OPM0

   0     0  ：ﾗﾝﾀﾞﾑﾁｬﾝﾈﾙ

   0     1  ：ｼｰｹﾝｼｬﾙｽｷｬﾝ

   1     0  ：固定ﾁｬﾝﾈﾙ･ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ変換

   1     1  ：ｼｰｹﾝｼｬﾙｽｷｬﾝ･ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ変換

ﾓｰﾄﾞ 0/ﾗﾝﾀﾞﾑﾁｬﾝﾈﾙ

制御ﾚｼﾞｽﾀの ACQEN ﾋﾞｯﾄが[1]の時、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾘｶﾞが与えられるとｽﾀｰﾄﾁｬﾝﾈﾙ

ﾚｼﾞｽﾀで示すﾁｬﾝﾈﾙの A/D 変換を行います。

　  注）ﾁｬﾝﾈﾙ変更直後およびｹﾞｲﾝ変更直後ではｾﾄﾘﾝｸﾞ時間（10us 以上）経

過後にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾘｶﾞを与えてください。

ﾓｰﾄﾞ 1/ｼｰｹﾝｼｬﾙｽｷｬﾝ

制御ﾚｼﾞｽﾀの ACQEN ﾋﾞｯﾄが[1]の時、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾘｶﾞが与えられるとｽﾀｰﾄﾁｬﾝﾈﾙ

からﾌｧｲﾅﾙﾁｬﾝﾈﾙまでの A/D 変換（ｼｰｹﾝｼｬﾙｽｷｬﾝ）を行います。

　　注）ｽﾀｰﾄﾁｬﾝﾈﾙ設定からﾄﾘｶﾞまでの間は、ｾﾄﾘﾝｸﾞ時間（10us 以上）を確

保してください。

ﾓｰﾄﾞ 2/固定ﾁｬﾝﾈﾙ･ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ変換

制御ﾚｼﾞｽﾀの ACQEN ﾋﾞｯﾄが[1]の時、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾘｶﾞが与えられるとﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ

に同期してｽﾀｰﾄﾁｬﾝﾈﾙﾚｼﾞｽﾀで示すﾁｬﾝﾈﾙの A/D 変換を停止されるまで行いま

す。

　  注）ｽﾀｰﾄﾁｬﾝﾈﾙ設定からﾄﾘｶﾞまでの間は、ｾﾄﾘﾝｸﾞ時間（10us 以上）を確

保してください。
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ﾓｰﾄﾞ 3/ｼｰｹﾝｼｬﾙｽｷｬﾝ･ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ変換

制御ﾚｼﾞｽﾀの ACQEN ﾋﾞｯﾄが[1]の時、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾘｶﾞが与えられるとﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ

毎にｽﾀｰﾄﾁｬﾝﾈﾙからﾌｧｲﾅﾙﾁｬﾝﾈﾙまでの A/D 変換（ｼｰｹﾝｼｬﾙｽｷｬﾝ）を行います。

この操作は停止されるまで繰り返し行われます。

　　注）ｽﾀｰﾄﾁｬﾝﾈﾙ設定からﾄﾘｶﾞまでの間は、ｾﾄﾘﾝｸﾞ時間（10us 以上）を確

保してください。

④ IRM1～IRM0（D11～D10）

　割り込みﾓｰﾄﾞを設定するﾋﾞｯﾄです。

　IRM1  IRM0

   0     0  ：EOC 割り込み

   0     1  ：EOS 割り込み

   0     0  ：HFUL 割り込み

   1     1  ：FFUL 割り込み

割り込みﾓｰﾄﾞ 0／EOC 割り込み

A/D 変換終了割り込みであり、INTEN が[1]の時に EOC ﾌﾗｸﾞが[1]にｾｯﾄされ

ると INTR ﾌﾗｸﾞが[1]にｾｯﾄされて、割り込みを発生します。INTEN が[0]に設

定されるかあるいは、ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀが読み取られると[0]にﾘｾｯﾄします。

割り込みﾓｰﾄﾞ 1/EOS 割り込み

ｽｷｬﾝ終了割り込みであり、INTEN が[1]の時に EOS ﾌﾗｸﾞが[1]にｾｯﾄされると

INTR ﾌﾗｸﾞが[1]にｾｯﾄされて、割り込みを発生します。INTEN が[0]に設定さ

れるかあるいは、ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀが読み取られると[0]にﾘｾｯﾄします。

割り込みﾓｰﾄﾞ 2/HFUL 割り込み

ﾊｰﾌﾌﾙ割り込みであり、INTEN が[1]の時に HFUL ﾌﾗｸﾞが[1]にｾｯﾄされると

INTR ﾌﾗｸﾞが[1]にｾｯﾄされて、割り込みを発生します。INTEN が[0]に設定さ

れるかあるいは、ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀが読み取られると[0]にﾘｾｯﾄします。
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割り込みﾓｰﾄﾞ 3/FFUL 割り込み

FIFO ﾌﾙ割り込みであり、INTEN が[1]の時に FFUL ﾌﾗｸﾞが[1]にｾｯﾄされると

INTR ﾌﾗｸﾞが[1]にｾｯﾄされて、割り込みを発生する。INTEN が[0]に設定され

るかあるいは、ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀが読み取られると[0]にﾘｾｯﾄします。

⑤ CLK9～CLK0（D09～D00）

ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸﾚｰﾄを設定するﾋﾞｯﾄです。ｸﾛｯｸﾚｰﾄは 10us を最小単位として、1

～1024（×10us）の範囲を２の補数で CLK9～CLK0 に設定します。

例．10us の設定値 = 1024-(10us/10) = 1023(d) = 11 1111 1111(b)

　このﾋﾞｯﾄの内容は、ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ起動時およびｸﾛｯｸ出力時にﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸｶｳﾝﾀ

にﾛｰﾄﾞされます。したがって、ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ動作中に設定内容が変更された場

合は現在のｻｲｸﾙの終了時以降から反映されます。

４・２・２　ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ（BASE+0 /R）

   D15    D14    D13     D12     D11    D10    D9     D8

ACQEN INTEN OPM1 OPM0 IRM1 IRM0 UBM1 UBM0

   D7     D6     D5     D4      D3     D2      D1     D0

SDM CKRUN INTR FFUL HFUL NEMP EOS EOC

① ACQEN～IRM0（D15～D10）

 　制御ﾚｼﾞｽﾀ･ﾋﾞｯﾄ 15～ﾋﾞｯﾄ 10 までの設定状態を示します。

 

② UMB1～UMB0（D9～D8）

 　D/A 変換器の出力ﾓｰﾄﾞ（ﾕﾆﾎﾟｰﾗ, ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ）の設定状態を示します。UBM1

が DAC1 のﾓｰﾄﾞを示し、UBM0 が DAC0 のﾓｰﾄﾞを示します。ﾓｰﾄﾞは、[0]でﾕﾆﾎﾟ

ｰﾗ、[1]でﾊﾞｲﾎﾟｰﾗを示します。

 

③ SDM（D7）

 　A/D 変換器の入力ﾓｰﾄﾞ（ｼﾝｸﾞﾙ, 差動）の設定状態を示します。

 ﾓｰﾄﾞは[0]でｼﾝｸﾞﾙ、[1]で差動に設定されていることを示します。
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④ CKRUN（D6）

 　ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸの動作状態を示します。[1]で動作中、[0]で停止。

 A/D 変換動作ﾓｰﾄﾞ 2,3 の時にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾘｶﾞが与えられると[1]にｾｯﾄし、ACQEN

が[0]に設定されると[0]にﾘｾｯﾄします。

 

⑤ INTR（D5）

 　割り込み状態を示します。[1]で割り込み発生、[0]で割り込み無し。

 INTEN が[1]の時、IRM（割り込みﾓｰﾄﾞ）で設定した割り込み要因が発生する

と[1]にｾｯﾄし、INTEN が[0]に設定されるかあるいは、ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀが読み取

られると[0]にﾘｾｯﾄします。

 

⑥ FFUL（D4）

 　FIFO ﾌﾙ･ﾌﾗｸﾞの状態を示します。[1]でﾌﾙ、[0]でﾌﾙでない。

 A/D 変換ﾃﾞｰﾀが FIFO に書き込まれてﾌﾙになると[1]にｾｯﾄし、ﾃﾞｰﾀが読まれ

ると[0]にﾘｾｯﾄします。

 

⑦ HFUL（D3）

 　FIFO ﾊｰﾌﾌﾙ･ﾌﾗｸﾞの状態を示します。[1]でﾊｰﾌ･ﾌﾙ、[0]でﾊｰﾌ･ﾌﾙでない。

 A/D 変換ﾃﾞｰﾀが FIFO の半分＋１まで書き込まれると[1]にｾｯﾄし、その後ﾃﾞｰ

ﾀが読まれて半分以下になると[0]にﾘｾｯﾄします。

 

⑧ NEMP（D2）

 　FIFO ﾉｯﾄｴﾝﾌﾟﾃｨ・ﾌﾗｸﾞの状態を示します。[1]で FIFO にﾃﾞｰﾀ有り、[0]で

FIFO にﾃﾞｰﾀ無し。

 A/D 変換ﾃﾞｰﾀが FIFO に書き込まれると[1]にｾｯﾄし、FIFO が空になると[0]

にﾘｾｯﾄします。

 

⑨ EOS（D1）

 　ﾁｬﾝﾈﾙｽｷｬﾝの終了状態を示します。[1]でｽｷｬﾝ完了、[0]で無意味。

 A/D 変換動作ﾓｰﾄﾞ 1,3 の場合に有効でﾌｧｲﾅﾙﾁｬﾝﾈﾙの A/D 変換が終了すると

[1]にｾｯﾄし、ｽﾀｰﾄﾁｬﾝﾈﾙの A/D 変換が開始されると[0]にﾘｾｯﾄします。
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 ⑩ EOC（D0）

　A/D 変換の終了状態を示します。[1]で変換終了、[0]で無意味。

A/D 変換終了毎に[1]にｾｯﾄし、つぎの A/D 変換が開始されると[0]にﾘｾｯﾄし

ます。

４・２・３　ｹﾞｲﾝ･ﾁｬﾝﾈﾙﾚｼﾞｽﾀ（BASE+2 /W）

   D15    D14     D13    D12     D11    D10     D9     D8

× × × × × × GC1 GC0

   D7      D6     D5      D4     D3     D2      D1     D0

FCH3 FCH2 FCH1 FCH0 SCH3 SCH2 SCH1 SCH0

① 予約（D15～D10）

 　使用していません。

 

② GC1～GC0（D9～D8）

 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｹﾞｲﾝｱﾝﾌﾟの増幅度を設定するﾋﾞｯﾄです。

   GC1  GC0

    0    0 ：×1倍

    0    1 ：×2倍

    0    0 ：×4倍

    1    1 ：×8倍

 

③ FCH3～FCH0（D7～D4）

 　ｼｰｹﾝｼｬﾙｽｷｬﾝで使用されるﾌｧｲﾅﾙﾁｬﾝﾈﾙ（ｽｷｬﾝ終了ﾁｬﾝﾈﾙ）を０～15 の範囲

で設定します。但し、ｽﾀｰﾄﾁｬﾝﾈﾙよりも小さな値を設定してはいけません。

また､差動入力の場合には最上位ﾋﾞｯﾄは強制的に[0]に固定されます。
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④ SCH3～SCH0（D3～D0）

　ｼｰｹﾝｼｬﾙｽｷｬﾝでは、ｽｷｬﾝ開始ﾁｬﾝﾈﾙを、固定ﾁｬﾝﾈﾙでは、A/D 変換するﾁｬﾝﾈﾙ

を０～15 の範囲で設定します。なお、差動入力の場合には最上位ﾋﾞｯﾄは強

制的に[0]に固定されます。

４・２・４　A/D ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ（BASE+2 /R）

   D15     D14    D13    D12     D1     D10    D9      D8

AD15 AD14 AD13 AD12 AD11 AD10 AD09 AD08

   D7      D6     D5     D4     D3      D2     D1      D0

AD07 AD06 AD05 AD04 AD03 AD02 AD01 AD00

① AD15～AD00（D15～D0）

　FIFO に書き込まれた 16 ﾋﾞｯﾄ長の A/D 変換ﾃﾞｰﾀです。ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄは 2’s ｺﾝ

ﾌﾟﾘﾒﾝﾄ（２の補数）であり、AD15 が MSB です。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｹﾞｲﾝｱﾝﾌﾟの増幅度が×１倍の時、ﾌﾙｽｹｰﾙ値は±10V です。したが

って、1LSB の値は 20V÷65,536＝0.305175mV になります。

４・２・５　DAC0,DAC1 ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ（BASE+4／W、BASE+6／W）

   D15    D14     D13    D12    D11     D10    D9     D8

DA11 DA10 DA09 DA08 DA07 DA06 DA05 DA04

   D7     D6      D5     D4     D3      D2     D1     D0

DA03 DA02 DA01 DA00 × × × ×

① DA11～DA00（D15～D4）

D/A 変換器（DAC0,DAC1）への 12 ﾋﾞｯﾄ長のﾃﾞｰﾀ設定ﾚｼﾞｽﾀです。

DA11 が MSB であり、ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄはｽﾄﾚｰﾄﾊﾞｲﾅﾘあるいは 2’s ｺﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ（２の補

数）です。ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾚﾝｼﾞがﾕﾆﾎﾟｰﾗ（0～＋10V）の場合はｽﾄﾚｰﾄﾊﾞｲﾅﾘを使用

し、ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ（±10V）の場合には 2’s ｺﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ（２の補数）を使用します。

ﾕﾆﾎﾟｰﾗ使用時の 1LSB の値は、10V÷4,096＝2.441406mV であり、ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ
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使用時は 4.882812mV になります。なお、このﾚｼﾞｽﾀの D3～D0 は未使用です。

　　注）電源ｵﾝあるいはｼｽﾃﾑﾘｾｯﾄ時には、各 DAC 出力電圧は 0V に設定され

ます。

４・２・６　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾘｶﾞ（BASE+4／R）

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによるﾄﾘｶﾞ発生ﾎﾟｰﾄです。ACQEN が[1]に設定されている場合に、

このﾎﾟｰﾄを読み取ることでﾄﾘｶﾞを発生します。この時、読み取ったﾃﾞｰﾀは無

意味です。

４・２・７　FIFO ﾘｾｯﾄ（BASE+6／R）

FIFO 内部のﾘｰﾄﾞ及びﾗｲﾄﾎﾟｲﾝﾀを初期化するﾎﾟｰﾄです。

このﾎﾟｰﾄを読み取ることで FIFO が初期化されます。なお、読み取ったﾃﾞｰﾀ

は無意味です。
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第５章　入出力ｺﾈｸﾀ

 

 ５・１　ｱﾅﾛｸﾞ入出力ｺﾈｸﾀ

 AS-6310 のｱﾅﾛｸﾞ入力端子はｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞと差動で使われ方が異なります。ｼﾝ

ｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ時では入力信号は、ｱﾅﾛｸﾞ GND と CH0～CH15 の２線で入力します。差

動の場合には、ｱﾅﾛｸﾞ GND と CH0（HI）～CH7（HI）および CH0（LO）～CH7

（LO）の３線で入力します。

 AS-6310 のｱﾅﾛｸﾞ出力は、信号名称 AOUT0 と AOUT1 の２ﾁｬﾝﾈﾙです。AOUT0

は DAC0 の出力で AOUT1 は DAC1 の出力です。出力信号は、ｱﾅﾛｸﾞ GND と AOUT0

～AOUT1 の２線で取り出します。
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 　　　　　　　表５・１　ｱﾅﾛｸﾞ入出力ｺﾈｸﾀ（J1）信号表

 ピン

 番号

 ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ

 信号名

 差動

 信号名

 ピン

 番号

 信号名

 （共通）

 １  CH0  CH0（HI）  ２０  ｱﾅﾛｸﾞ GND

 ２  CH8  CH0（LO）  ２１  〃

 ３  CH1  CH1（HI）  ２２  〃

 ４  CH9  CH1（LO）  ２３  〃

 ５  CH2  CH2（HI）  ２４  〃

 ６  CH10  CH2（LO）  ２５  〃

 ７  CH3  CH3（HI）  ２６  〃

 ８  CH11  CH3（LO）  ２７  〃

 ９  CH4  CH4（HI）  ２８  〃

 １０  CH12  CH4（LO）  ２９  〃

 １１  CH5  CH5（HI）  ３０  〃

 １２  CH13  CH5（LO）  ３１  〃

 １３  CH6  CH6（HI）  ３２  〃

 １４  CH14  CH6（LO）  ３３  〃

 １５  CH7  CH7（HI）  ３４  〃

 １６  CH15  CH7（LO）  ３５  〃

 １７  AOUT0  ３６  〃

 １８  AOUT1  ３７  〃

 １９  無接続  －  －

 適合ｺﾈｸﾀ：

 PLUG:　 17JE-23370-02（D8C）　第一電子工業㈱社製

 　　　　JEZ-37P(金ﾒｯｷ)，JEZ-37P-90(すずﾒｯｷ)　日本圧着端子販売㈱社製

 　　　　XM2A-3701　ｵﾑﾛﾝ㈱社製

 　　　　または相当品の 37 ﾋﾟﾝ D-SUB ｺﾈｸﾀ（ﾋﾟﾝ･ｺﾈｸﾀ）

 SHELL:　J-C37-(1)C　日本圧着端子販売㈱社製

 　　　　XM2S-3713　ｵﾑﾛﾝ㈱社製

１

19

20

37
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 第６章　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例

 

６・１　A/D 変換部ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾍﾟｰｻｰｸﾛｯｸ･ｼｰｹﾝｼｬﾙ･ｽｷｬﾝで CH0から CH15の A/D変換を FIFOが満杯になる

まで実行し、何かキーを押すごとに 16 ﾁｬﾝﾈﾙづつ表示するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。

#include <stdio.h>

#include <conio.h>

void main(void)

{

     int cardAdr, status, n, data;

  

     cardAdr = 0x200;                         /* Set BASE Address */

     (void)inpw( cardAdr+6 );                       /* FIFO Reset */

     outpw( cardAdr+2, 0x00f0 );  /* Set GCR   G=1, SCH=0, FCH=15 */

     outpw( cardAdr+0, 0xb3ce );

      /* Set Control Register   ACQEN, MODE3, None IRQ, CLK=500us */

     (void)inpw( cardAdr+4 );                           /* Triger */

     while( !(status = inpw( cardAdr+0 ) & 0x0010)  ){ ; } /* FULL? */

     outpw( cardAdr+0, 0x0000 );                      /* Stop A/D */

  

     n = 0;

     while( ( (status = inpw( cardAdr+0 )) & 0x0004) ){ /* Empty? */

       printf( "%3d:%04x  ", n, data = inpw( cardAdr+2 ) );

       if( (n = ++n%16) == 0 ){

         while( !kbhit( ) ){ ; }              /* Wait keybord hit */

         getch( );

         printf( "¥n" );

       }

}
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６・２　D/A 変換部ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

２ﾁｬﾝﾈﾙの DAC（DAC0,DAC1）へ同時に任意の入力ｺｰﾄﾞを 16 進３桁で設定す

るﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。

#include <stdio.h>

#include <stdlib.h>

#include <conio.h>

void main(void)

{

    int cardAdr, code;

    char buf[10];

    cardAdr = 0x200;                         /* Set BASE Address */

    printf( "Exit CODE is [f000]¥n" );

    while(1)

    {

      printf( " CODE :>" );

      gets( buf );

      code = ( unsigned int )strtoul( buf, NULL, 16);

      if( (unsigned)code == 0xf000 )                 /* Exit code ? */

      {

        break;

      }

      outpw( cardAdr+4, ( ( 0x0fff&code ) << 4) );

      outpw( cardAdr+6, ( ( 0x0fff&code ) << 4) );

    }

    outpw( cardAdr+4, 0 );

    outpw( cardAdr+6, 0 );

}
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第７章　ｱﾅﾛｸﾞ部の調整

本章では、ｱﾅﾛｸﾞ入力部およびｱﾅﾛｸﾞ出力部の調整手順について説明します。

調整を行うにあたっては、調整用検査機器と調整用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが必要です。

７・１　A/D 変換部の調整

AS-6310 は出荷時にｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ（16 ﾁｬﾝﾈﾙ）で調整されています。差動（８

ﾁｬﾝﾈﾙ）に変更等、調整の必要がある場合には、第３章のﾕｰｻﾞｰ･ｾﾚｸｼｮﾝのｼﾞ

ｬﾝﾊﾟ設定を確認してから次の手順で行ってください。

７・１・１　A/D 変換部調整用検査機器類

調整を行う前につぎの機器類を用意してください。

（１）基準電圧発生器

最小分解能100uV以下で±10Vまでの任意のﾛｰﾉｲｽﾞ直流電圧を発生できる基

準電圧発生源です。基準電圧発生器は、出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽが 50Ω以下で高周波

特性の良いものを推奨します。

（２）ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾎﾞﾙﾄﾒｰﾀ（以下の説明では DVM と表します）

±10V を 100uV 分解能で測定できる 5.5 桁以上のﾃﾞｼﾞﾀﾙ電圧計です。

（３）A/D 変換部調整ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（添付 FDに収録）

A/D 変換調整用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。A/D 変換の結果をﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示します｡

（４）ｱﾅﾛｸﾞ入力ｹｰﾌﾞﾙ

基準電圧発生器と AS-6310 のｱﾅﾛｸﾞ入力を接続するｹｰﾌﾞﾙです。

使用するｹｰﾌﾞﾙは、ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ入力では単芯ｼｰﾙﾄﾞ線を使用し、差動入力では

２芯ｼｰﾙﾄﾞ線を使用することを推奨します。

７・１・２　A/D 変換部調整手順

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｹﾞｲﾝｱﾝﾌﾟと A/D 変換器の調整を行います。ｱﾅﾛｸﾞ入力に使用するﾁｬ

ﾝﾈﾙは CH0 を基準に行います。
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（１）基準電圧発生器から 0.0000±0.0001V を入力します。

（２）DVM の GND ﾘｰﾄﾞを AS-6310 のﾃｽﾄﾎﾟｲﾝﾄ TP3 に接続し、測定ﾘｰﾄﾞをﾃｽﾄﾎﾟ

ｲﾝﾄ TP2 に接続します。

（３）ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｹﾞｲﾝｱﾝﾌﾟの増幅度（ｹﾞｲﾝ）を８倍に設定します。

（４）ﾄﾘﾏ VR9 を測定値が変化しない点まで一方向に回しつづけ、その点か

ら 10回転、逆方向に回した点に調整します。なお、このときは値を0V

に合わせる必要はありません。

（５）ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｹﾞｲﾝｱﾝﾌﾟの増幅度（ｹﾞｲﾝ）を１倍に設定し、DVM の測定値が

0.0000±0.0001V になるように AS-6310 のﾄﾘﾏ VR10 を調整します。

（６）ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｹﾞｲﾝｱﾝﾌﾟの増幅度（ｹﾞｲﾝ）を８倍に設定し、DVM の測定値が

0.0000±0.0001V になるように AS-6310 のﾄﾘﾏ VR9 を調整します。

（７）手順（５）～（６）を数度繰り返し、DVM の測定値がﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｹﾞｲﾝｱﾝﾌﾟ

の増幅度に影響されずに0.0000±0.0001Vであることを確認して次の

手順（８）に進みます。

（８）DVM の GND ﾘｰﾄﾞおよび測定ﾘｰﾄﾞを AS-6310 のﾃｽﾄﾎﾟｲﾝﾄから外します。

外した後は、基準電圧発生器の出力電圧をﾓﾆﾀしてください。

（９）A/D 変換部調整ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行します。

（10）基準電圧発生器から 0.0012±0.0001V を入力します。

（11）同ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上に表示される A/D 変換ﾃﾞｰﾀが次の値の範囲に

なるように AS-6310 のﾄﾘﾏ VR8 を調整します。
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（A/D 変換器ｵﾌｾｯﾄ調整）

　　　MSB　　　　　　　　　　　　　　 LSB

　　　　００００００００００００１ＸＸＸ

　　　　０００００００００００００ＸＸＸ

　　下線部のﾋﾞｯﾄが 1,0 を半々に交互に繰り返すﾎﾟｲﾝﾄに調整

　　注）Ｘ印のﾋﾞｯﾄは無視します

（12）基準電圧発生器から＋9.3762±0.0001V を入力します。

（13）ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上に表示される A/D 変換ﾃﾞｰﾀが下記の値の範囲になるように

AS-6310 のﾄﾘﾏ VR7 を調整します。

（A/D 変換器ｹﾞｲﾝ調整）

　　　MSB　　　　　　　　　　　　　　 LSB

　　　　０１１１１０００００００１ＸＸＸ

　　　　０１１１１００００００００ＸＸＸ

　　下線部のﾋﾞｯﾄが 1,0 を半々に交互に繰り返すﾎﾟｲﾝﾄに調整

　　注）Ｘ印のﾋﾞｯﾄは無視します

（14）手順（10）～（13）を数度繰り返し行い、収束したことを確認してつ

ぎのｽﾃｯﾌﾟ（15）に進みます。

（15）以上で A/D 変換部の調整を完了します。下記に主要出力ｺｰﾄﾞと入力電

圧の対応表を示しますので、基準電圧発生器により、各電圧を入力し

た時の A/D 変換結果と比較し、直線性を確認してください。
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表７・１　入力電圧対出力ｺｰﾄﾞ対応表

入力電圧（Ｖ） 出力コード（バイナリ） 出力コード（１６

進）

＋9.99964 0111 1111 1111 1111 ７ＦＦＦ

＋9.37500 0111 1000 0000 0000 ７８００

＋7.50000 0110 0000 0000 0000 ６０００

＋5.00000 0100 0000 0000 0000 ４０００

＋2.50000 0010 0000 0000 0000 ２０００

＋1.25000 0001 0000 0000 0000 １０００

＋0.00488 0000 0000 0001 0000 ００１０

0.00000 0000 0000 0000 0000 ００００

-0.00488 1111 1111 1110 1111 ＦＦＥＦ

-1.25000 1111 0000 0000 0000 Ｆ０００

-2.50000 1110 0000 0000 0000 Ｅ０００

-5.00000 1100 0000 0000 0000 Ｃ０００

-7.50000 1010 0000 0000 0000 Ａ０００

-9.37500 1000 1000 0000 0000 ８８００

-9.99512 1000 0000 0001 0000 ８０１０

-10.00000 1000 0000 0000 0000 ８０００

７・２　D/A 変換部の調整

AS-6310 は、12 ﾋﾞｯﾄ分解能の D/A 変換器を２ﾁｬﾝﾈﾙ搭載しています。出荷

時は、両ﾁｬﾝﾈﾙともﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ（±10V）で調整されています。ﾕﾆﾎﾟｰﾗ（0～＋10V）

に変更する場合等、調整の必要がある場合には、第３章のﾕｰｻﾞｰ･ｾﾚｸｼｮﾝのｼﾞ

ｬﾝﾊﾟ設定を確認してからつぎの手順で行ってください。

７・２・１　D/A 変換部調整用検査機器類

調整を行う前につぎの機器類を用意してください。

（１）ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾎﾞﾙﾄﾒｰﾀ（以下の説明では DVM と表します）

±10V を 100uV 分解能で測定できる 5.5 桁以上のﾃﾞｼﾞﾀﾙ電圧計です。
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（２）D/A 変換部調整ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（添付 FDに収録）

D/A 変換部調整用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。４桁の入力ｺｰﾄﾞを DAC0,DAC1 へ与えます｡

（３）ｱﾅﾛｸﾞ出力ｹｰﾌﾞﾙ

AS-6310 のｱﾅﾛｸﾞ出力と DVM を接続するｹｰﾌﾞﾙです。

７・２・２　D/A 変換部調整手順

D/A 変換器の調整を行います。調整手順はﾕﾆﾎﾟｰﾗ（0～＋10V）の場合とﾊﾞ

ｲﾎﾟｰﾗ（±10V）の場合とで多少異なります。なお、調整手順の説明記述中で

の〔　〕は、DAC1 を調整する場合に適用します。

７・２・２・１　ﾕﾆﾎﾟｰﾗ（0～＋10V）出力の調整手順

（１）ｱﾅﾛｸﾞ出力ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ番号 36〔37〕のｱﾅﾛｸﾞ GND に DVM の GND ﾘｰﾄﾞを接

続し、ﾋﾟﾝ番号 17〔18〕の AOUT0〔AOUT1〕に測定ﾘｰﾄﾞを接続します。

（２）D/A 変換部調整ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑからｺｰﾄﾞ 0000h を設定します。この時、DVM の

測定値が 0.0000±0.0001V になるように AS-6310 のﾄﾘﾏ VR6〔VR3〕を

調整します。（ﾕﾆﾎﾟｰﾗｾﾞﾛ調整）

（３）D/A 変換部調整ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑからｺｰﾄﾞ FFF0h を設定します。この時、DVM の

測定値が＋9.9976±0.0001V になるように AS-6310 のﾄﾘﾏ VR4〔VR1〕

を調整します。（ｹﾞｲﾝ調整）

（４）手順（２）～（３）を数度繰り返して、収束したことを確認しつぎの

ｽﾃｯﾌﾟ（５）に進みます。

（５）以上で D/A 変換部の調整を完了します。表７・２に D/A 変換器入力ｺ

ｰﾄﾞ対出力電圧対応表を示しますので直線性を確認してください。
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７・２・２・２　ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ（±10V）出力の調整手順

（１）ｱﾅﾛｸﾞ出力ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ番号 36〔37〕のｱﾅﾛｸﾞ GND に DVM の GND ﾘｰﾄﾞを接

続し、ﾋﾟﾝ番号 17〔18〕の AOUT0〔AOUT1〕に測定ﾘｰﾄﾞを接続します。

（２）D/A 変換部調整ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑからｺｰﾄﾞ 8000h を設定します。この時、DVM の

測定値が-10.0000±0.0001V になるように AS-6310 のﾄﾘﾏ VR5〔VR2〕

を調整します。（ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗｵﾌｾｯﾄ調整）

（３）D/A 変換部調整ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑからｺｰﾄﾞ 7FF0h を設定します。この時、DVM の

測定値が＋9.9951±0.0001V になるように AS-6310 のﾄﾘﾏ VR4〔VR1〕

を調整します。

（４）手順（２）～（３）を数度繰り返して、収束したことを確認しつぎの

ｽﾃｯﾌﾟ（５）に進みます。

（５）以上で D/A 変換部の調整を完了します。表７・２に D/A 変換器入力ｺ

ｰﾄﾞ対出力電圧対応表を示しますので直線性を確認してください。
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表７・２　入力ｺｰﾄﾞ対出力電圧対応表

入力コード

（１６進）

ユニポーラ

出力電圧（Ｖ）

バイポーラ

出力電圧（Ｖ）

ＦＦＦ０ ＋９．９９７６   －０．００４９

ＦＦＥ０ ＋９．９９５１   －０．００９８

Ｃ０００ ＋７．５０００   －５．００００

８０００ ＋５．００００ －１０．００００

４０００ ＋２．５０００   ＋５．００００

２０００ ＋１．２５００   ＋２．５０００

１０００ ＋０．６２５０   ＋１．２５００

０８００ ＋０．３１２５   ＋０．６２５０

０４００ ＋０．１５６３   ＋０．３１２５

００１０ ＋０．００２４   ＋０．００４９

００００ 　０．００００ 　  ０．００００

注）ﾕﾆﾎﾟｰﾗ時の入力ｺｰﾄﾞはｽﾄﾚｰﾄﾊﾞｲﾅﾘであり、ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ時は 2’s ｺﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄで

す。
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第８章　ｿﾌﾄｳｪｱについて

MIS AS-6310 に添付されるｿﾌﾄｳｪｱの内容について説明します。

８・１　ｿﾌﾄｳｪｱの導入

AS-6310 には、DOS/Win95/WinNT で利用するﾄﾞﾗｲﾊﾞｰとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発に必要

なｻﾝﾌﾟﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを含むﾂｰﾙ環境が用意されています。

・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾂｰﾙの導入

ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾂｰﾙﾃﾞｨｽｹｯﾄをAﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れDOSﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄからﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ内にある

ｲﾝｽﾄｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（install.bat）を実行してください。

C:¥>A:

A:¥>install

**********************************************

*        MIS AS-6310 ISA 12Ch AIO Card

*     I/O Driver Tool for DOS/Win95/WinNT

*                 Installer

**********************************************

OS is [Win95]

======= Install Driver Tool =======

Driver Tool Directory is [C:¥MIODEV]

Install Driver Tool Ok ? [Y/N/Q] y

...

Install Driver Tool End.

======= Install Win95 Drivers =======

Windows System Directory is [C:¥WINDOWS¥SYSTEM]

Install Windows Drivers Ok ? [Y/N/Q] y

...

Install Drivers End.

A:¥>

DOS 上で実行した場合は OS is [DOS]と表示され Win95 用ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰのｲﾝｽﾄｰ

ﾙはされません。
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WinNT で実行した場合は OS is [WinNT]と表示されｲﾝｽﾄｰﾙの最後にﾘﾌﾞｰﾄ

を即すﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。ｲﾝｽﾄｰﾙ後、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを起動するためにｼｽﾃﾑをｼ

ｬｯﾄﾀﾞｳﾝして再起動してください。

======= Install WinNT Drivers =======

Windows System Directory is [C:¥WINDOWS¥SYSTEM]

Install Windows Drivers Ok ? [Y/N/Q] y

...

Install Drivers End.

**********************************************************

Reboot System Now, so that New Driver will be Active !!!

**********************************************************

A:¥>

８・２　ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの開発・実行

導入されたﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾂｰﾙを利用してｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを作成してください。ﾄﾞﾗｲﾊﾞ

ｰｱｸｾｽ用のﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ仕様についてはﾂｰﾙﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰに導入されているｵﾝﾗｲﾝ文書

を確認してください。

ｵﾝﾗｲﾝ文書       AS6310¥DOC¥MANUAL.TXT (ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ)

＜DOS 用＞

16bit ﾘｱﾙﾓｰﾄﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

Microsoft Visual C++ 1.0

Borland C++ 3.0/4.5/5.0

＜Win95/NT 用＞

Win32 32bit ﾌﾟﾛﾃｸﾄﾓｰﾄﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

Microsoft Visual C++ 4.0/5.0

Borland C++ 4.5/5.0

Microsoft Visual Basic 4.0/5.0

C / C++ 開発環境としては上記以外でもｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ作成が可能です。弊社

では上記以外に Watcom C/C++ 11.0 Symantec C++ 7.2 でも作成を確認して
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います。

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが作成できたところで外部接続ｺﾈｸﾀｰにｹｰﾌﾞﾙを接続し動作確認

およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞﾊﾞｯｸを行ってください。
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８・３　仕様

● ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

　DOS TSR 型常駐ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ　AS6310.EXE

　　　ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾛｰﾄﾞ､ｽﾀﾃｨｯｸﾛｰﾄﾞ可能

　Win95 DLL/VXD ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

　　　AS6310.DLL  MIOIF.DLL  AS6310.VXD  MVCOMD.VXD

　　　ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾛｰﾄﾞ

　WinNT DLL/ｶｰﾈﾙ(SYS)ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

　　　AS6310.DLL  MIOIF.DLL  AS6310.SYS  MVCOMD.SYS

　　　ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾛｰﾄﾞ

　　　ｶｰﾈﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞｰは起動時にﾛｰﾄﾞ

● ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱｸｾｽﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ

　DOS/Win95/WinNT 同一ｽﾍﾟｯｸｲﾝﾀﾌｪｰｽ関数

　開発用ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧｲﾙとして提供

　Win95,WinNT ともにDLL ｲﾝﾀﾌｪｰｽを共通にしているため95･NT共通のｱﾌﾟ

ﾘｹｰｼｮﾝとして開発が可能

● その他

　　　ｵﾝﾗｲﾝ･ﾏﾆｭｱﾙ    MANUAL.TXT

　　　ｲﾝｽﾄｰﾗｰ    INSTALL.BAT

● 供給形態

　　　FD1 枚　ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾂｰﾙﾃﾞｨｽｸ

８・４　ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

MIS が提供するﾄﾞﾗｲﾊﾞｰは完全にﾀﾞｲﾅﾐｯｸなﾛｰﾄﾞとｱﾝﾛｰﾄﾞが可能なﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

です。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝがﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを必要とする時にﾛｰﾄﾞを行い、不要となった時に

は完全にｱﾝﾛｰﾄﾞすることが可能です。

WinNT の場合はｻｰﾋﾞｽとして起動時にｶｰﾈﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞｰがﾛｰﾄﾞされます。またｱ

ﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝへのｲﾝﾀﾌｪｰｽである DLL ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ部分はﾀﾞｲﾅﾐｯｸにﾛｰﾄﾞ/ｱﾝﾛｰﾄﾞされ

ます。

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝからのﾄﾞﾗｲﾊﾞｰへのｱｸｾｽは開発用ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧｲﾙに含まれたﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑｺｰﾄﾞから行います。
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＜DOS ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ＞  AS6310.EXE

・ TSR 型常駐ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

・ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾛｰﾄﾞ、ｽﾀﾃｨｯｸﾛｰﾄﾞ可能

(1) ｽﾀﾃｨｯｸﾛｰﾄﾞする場合

   AUTOEXEC.BAT 内に組み込んでください。

   AS6310.EXE -n<CardNo>  -p<PortBase> <- ｼﾞｬﾝﾊﾟで設定した値

   例）AS6310.EXE -n2 –p0x200    <- ｶｰﾄﾞ No1 にﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを登録

 複数枚組み込む時は枚数分ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを登録します。

   例）３枚組み込む場合

       AS6310.EXE -n1 –p0x200

       AS6310.EXE -n2 –p0x208

       AS6310.EXE -n3 –p0x216

(2) ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾛｰﾄﾞする場合

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを使用するｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝと同じﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰにﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾌｧｲﾙをｾｯﾄしてお

きます。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが必要なﾀｲﾐﾝｸﾞにﾒﾓﾘｰ上にﾛｰﾄﾞされます。

   例）TST6310.EXE AS6310.EXE  <= 同じﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰに置きます。

（注） ｽﾀﾃｨｯｸ､ﾀﾞｲﾅﾐｯｸどちらのﾀｲﾌﾟのﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾛｰﾄﾞ方法でもｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑに違いはなくﾋﾞﾙﾄﾞし直す必要はありません。ｱｸｾｽﾗｲﾌﾞﾗﾘｰを組み込

んだｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝがﾄﾞﾗｲﾊﾞｰをﾛｰﾄﾞしようとした時ﾒﾓﾘｰ上にすでに存在する

場合はそれを使用し、存在しない場合はﾄﾞﾗｲﾊﾞｰをﾀﾞｲﾅﾐｯｸにﾛｰﾄﾞします。

＜Win95 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ＞   AS6310.DLL MIOIF.DLL

　　　　　　　　　 AS6310.VXD MVCOMD.VXD

・ DLL/VXD ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

   Windows ｼｽﾃﾑﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにｾｯﾄします。

　注）ｲﾝｽﾄｰﾗｰ（INSTALL.BAT）がｲﾝｽﾄｰﾙ時にｾｯﾄ

・ ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾛｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

   ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが必要なﾀｲﾐﾝｸﾞにｼｽﾃﾑ上にﾛｰﾄﾞされ、不要となった時点でｼｽﾃﾑ

上から完全にｱﾝﾛｰﾄﾞされます。
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＜WinNT ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ＞   AS6310.DLL MIOIF.DLL

　　　　　　　　　 AS6310.SYS MNCOMD.SYS

・ DLL/ｶｰﾈﾙ（SYS）ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

 WinNT ｼｽﾃﾑﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰにｾｯﾄされます。

注）ｲﾝｽﾄｰﾗｰ（INSTALL.BAT）がｲﾝｽﾄｰﾙ時にｾｯﾄ

・ ｶｰﾈﾙ（SYS）ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

ｼｽﾃﾑ起動時にﾛｰﾄﾞされ、ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝする時にｱﾝﾛｰﾄﾞされます。

＜MIS I/O ｲﾝﾀﾌｪｰｽ DLL＞  MIOIF.DLL

Ｃ言語ではない環境でDLL経由でﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを呼び出すためのｲﾝﾀﾌｪｰｽ DLLで

す。Win95/NT 共通となり、内部で AS6310.DLL を呼び出します。

Visual Basic からはこの DLL を呼び出してﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱｸｾｽを行います。

○ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの独立性

　MIS I/O ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはﾀﾞｲﾅﾐｯｸにﾛｰﾄﾞされた時必要な資源（割り込み）を使

用しｱﾝﾛｰﾄﾞされた時は元にもどします。また、ﾚｼﾞｽﾄﾘｰなど一切変更せず

動作します。このため本ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰのｲﾝｽﾄｰﾙによる他のﾄﾞﾗｲﾊﾞｰやｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

への影響は最小限に抑えられています。

８・５　ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱｸｾｽﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱｸｾｽﾗｲﾌﾞﾗﾘｰは開発用ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧｲﾙとして提供されます。ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧ

ｲﾙ内にﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱｸｾｽｺｰﾄﾞが含まれていますのでｺﾝﾊﾟｲﾙ可能であるかぎりｺﾝﾊﾟ

ｲﾗｰに依存せずにﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱｸｾｽが可能です。



42

付録Ａ　ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定一覧

● I/O ｱﾄﾞﾚｽ･割り込み選択ｼﾞｬﾝﾊﾟ

● ｱﾅﾛｸﾞ入力選択ｼﾞｬﾝﾊﾟ

ｼﾞｬﾝﾊﾟ接続
ｱﾅﾛｸﾞ出力

Ｐ６ Ｐ８

ｼﾝｸﾞﾙ 16h ２－３ １－２，３－４

差動 8ch １－２ ２－３

● ｱﾅﾛｸﾞ出力選択ｼﾞｬﾝﾊﾟ

ジャンパ接続
アナログ出力

Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３

DAC0 ﾕﾆﾎﾟｰﾗ  (0～＋10V) ２－３，４－５ ４－５

DAC0 ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ (±10V) １－２，５－６ ５－６

DAC1 ﾕﾆﾎﾟｰﾗ  (0～＋10V) ２－３，４－５ ２－３

DAC1 ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ (±10V) １－２，５－６ １－２

※ 図は出荷時の設定を表しています。
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付録Ｂ　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵﾌﾟｼｮﾝおよび使用例

＜ AS-6310 DOS ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ ( AS6310.EXE ) ＞

・ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｽﾀﾃｨｯｸﾛｰﾄﾞ

AS6310.EXE -n<CardNo> -p<PoardBase>

例）

  AS6310.EXE -n1 –p0x200

  MIS AS-6310 DOS Driver v2.00  copyright (c) 1999 Yamashita ...

  Driver Installed.   cardno:1 ioport:0x0200 irq:

・ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｽﾀﾃｨｯｸｱﾝﾛｰﾄﾞ

AS6310.EXE -n<CardNo> -u

例）

　AS6310 -n1 -u

　MIS AS-6310 DOS Driver v2.00  copyright (c) 1999 Yamashita ..

　　Driver Removed.   cardno:1
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